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わが国におけるコアジサシＳｔｅｍａａＺ６縦o71sの繁殖状況

林宏’・岡田徹２

はじめに

コアジサシStemaaj6i/〉｡o"sは，アジア・ヨーロッパ・アフリカ・北アメリカ・オース

トラリアに広く分布する（黒田1972)．日本に生息する亜種Ｓｔｅｍａａ必妨onssjnensjsは，

日本・中国東部および南部で繁殖し，東南アジアからニュージーランドにかけて越冬する

(黒田1980，鄭1976,DeShauenseel989，Ｋｉｎｇ＆Dickinson､1983,東北保護野性動物

委1988)．国内では本州から沖縄まで繁殖する（OrnithologicalSocietyofJapanl979)．

わが国における過去の記録では，奈良県木津川の南方平林埋立地で1933年８月１１日に計

２万羽が観察され，同年９月15日にはその沖合に，双眼鏡のおよぶかぎり雲のごとく飛ん

でいた（榎本1934)．1978年には日本野鳥の会（1980）が国内29か所で繁殖を確認した．

1982年には竹内（1983）が津軽半島での繁殖を記録している．一方，相模川河口における

1974～1983年の個体数の経年変化をみると，個体数が減ってきている（浜口ほか1984)．

また，最近は数が減っているといわれる（金井ほか1991)．

北九州市内および周辺では，1976年に遠賀川高水敷で小規模の，1970年代後半には苅川

町松山埋立地で，1980年前後には苅田町日産埋立地でそれぞれ大規模の繁殖コロニーがあっ

たが，地形の変更により現在はない．一方，1975年ごろより響灘埋立地では埋立て工事の

進行にしたがって場所を変更しながら継続している（岡田ほか’988)．

日本野鳥の会北九州支部は，北九州市に対して，響灘埋立地にバードサンクチュアリの

建設を提言し，同埋立地がもつコアジサシ繁殖地としての意義を明らかにするために調査

を進めてきた．それに関連して1991年に，全国におけるコアジサシのコロニーの分布状況

についてアンケート調査を実施したので報告する．

調査方法

日本野鳥の会の全国72支部に対して次の内容によるアンケート用紙を送り，回答を求め

た．質問項目は以下のとおりである．

１．コロニーがある，またはあった場所名と環境．

２．コロニーの規模は100羽以下，１００～500羽，500～1000羽，１０００羽以上，の４区分に

わけて回答を求めた．

３．継続期間は10年以上前から，５年ほど前から，最近，の３区分にわけ，最近の場

1992年12月10日受理

１．〒806北九州市八幡西区東川頭町５－３１

２．〒803北九州市小倉南区志徳２－３－１４



158

合は何年前からかも回答を求めた．

４．将来の継続予測について，１０年以上，５年以上，数年以下，の３区分にわけ，数年

以下の場合は何年ぐらい継続が期待できるかも回答を求めた．また継続をやめると思われ

る要因についても回答を求めた．

結果

アンケートを求めた72支部のうち53支部から回答があり，回答率73.6％で，３６都道府県

から情報が得られた．これに野鳥の会本部・新聞報道ほかの情報を加えて，付表に示した

ように過去の繁殖地も含めて123か所についての情報が得られた．

1991年における繁殖地は24都府県で認められ（Fig.１)，５７か所であった．そのうち現

在コロニーが存在する都府県が24県，以前にはあったが今はないところが６県，以前から

ないところが６県､無回答が11県であった．コロニーの規模別か所数をFig.２に示した．

その内容は1000羽以上が２か所，500～1000羽がlか所，100～500羽が18か所，100羽以下

が35か所，無回答１か所である．コロニーの継続年数をFig.３に示した．１０年以上続いた
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Ｆｉｇ．１．BreedingdistributionofLittleTernsineachprefectureofJapaninl991．

霞蕊麹Prefecturehavingcolonyinl991・

鰯88詞Prefecturehavingcolonybefore,butnotnow・

戸．Unknown．

"7ZZPrefecturewithoutcolony．
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ものが26か所，５～６年前からが10か所，２～４年前からが11か所，１年前または今年か

らが８か所，無回答が２か所であった．営巣場所のちがいをFig.４に示した．埋立地を利

用したものが26か所，河川が28か所，その他が２か所，無回答lか所であった．

今後コロニー消滅が予想される原因を付表から拾ってみると，河川では改修工事・砂利

採取・取水工事にともなう水位低下・雨による増水・草地化で，埋立地では土地利用の進

行であった．また，以前にはあったが現在消滅した原因は，河川ではバイクの侵入・中州

除去・増水時の水没．埋立地では埋立て進行にともなう土地利用および草地化・工事車両

の通過・イヌによる・人によるいたずらがあげられた．

考察

コアジサシは，1933年の記録では１か所で２万羽，または無数といわれるぐらいに数の

多い野鳥であったが，最近わが国での数の減少が指摘されている．また，越冬地であるオー

ストラリアでも生息数の減少が著しいといわれる．以下に，調査結果をもとに，生息数の
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減少の原因について考察する．

コアジサシは，水辺に近い小石混じりの乾燥した裸地に，浅いくぼみをつくって２～３

個の卵を産み，抱卵する．人が海岸や河川の地況を改変する以前には，営巣適地は国内に

は豊富にあったであろう．開発が進むにつれてそのような適地はせまくなった，というよ

りほとんどなくなった．ところが，埋め立ての途中に一時的にできる適地が，営巣に利用

されていることが，埋立地が26か所（Fig.４）という数によって示されている．また河川

内で28か所営巣したが，将来の安定性は保証されていない．

さらに，今後コロニーが消滅すると予想されるための原因として，河川では各穂工事・

砂利採取，埋立地では工事の進行にともなう土地利用が指摘されている．

以上のようにコアジサシの数の減少の原因は，営巣地の不安定による，といえよう．そ

れで，数の減少をとめるためには河川の工事計画に，営巣地の状況について配慮すること

が必要である．

北九州市の響灘埋立地は，1000羽規模の繁殖地であるが，Fig.２より，これと同規模の

ものがほかにlか所しかないことが，今回の調査で明らかになった．この埋立地内に恒久

的な繁殖地を造成することも，金井ほか（1991）が指摘したようにコアジサシの個体数の

減少をとめるために必要である．

》
０
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Ｆｉｇ．４．Numberofdifferentkindsofbreedinghabitat
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要約

1．日本野鳥の会北九州支部は日本野鳥の会全国72支部に対して，コアジサシの繁殖状況について，

アンケートによる調査を行なった．

2．その結果1991年には24都府県で57か所にコロニーがあった．

3．埋立地では工事の進行にともなって適地が失われ，河川も工事などのためコアジサシの営巣地は

不安定であることが明らかになった．

4．繁殖環境は，小石混じりの乾燥した裸地であるが，開発により適地が不足していて，その代替と

して埋立て途中にできる適地を利用していると考えられる．

5．北九州市の響灘埋立地は，1000羽以上の大規模繁殖地としては，全国２か所のうちの１つである

こともわかった．

６．コアジサシの保護のためには，繁殖地を考忠した河川工事計画と，安定した繁殖環境を埋立地の

一部に確保することが必要である．
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numbersaredecreasing・

KitakyushuBranchofWildBirdSocietyofJapanhasinvestigateditsbreedingstatus，

becausewehaveadvancedaproposalontheconstructionofabirdsanctuaryatHibikinada

ReclaimedLandtoKitakyushuCity、

1,1991,wesentoutquestionnairesonthebreedingstatusoftheLittleTernto72branches

ofWildBirdSocietyofJapan,andinformationfroml23placeswasobtained､Thenumber

ofbreedingcoloniesinl991was57placesin24prefectures、Thecoloniesinwhichmore

thanlOOObirdsbredwereatHibikinadaReClaimedLandinFukuokaPrefectureandat

MiyazakiCityinMiyazakiPrefecture・

Itwaspredictedthat30colonieswilldisappearin6years・Itwassuggestedthatthe

breedingstatusoftheLittleTernsisunstableinJapan．

１．５－３１HigashikawagashiramachiYahatanishikukitakyUshuCity806

２．２－３－１４ShitokuKokuraminamikuKitakyushｕＣｉｔｙ８０３
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〃 ′'○

佐 波新 潟

石川石川○

〃 ’'○

禍井雌禍井○

豊野些野○

" 〃 ○

〃 ′'○

” ′ ’○

” ’ ’○

軽井沢”○

” ′′○

駅肋”

席士山範岬岡

南伊豆′′

東 嵩士 ”

宿士宮〃○

本部研究センター金井桁氏より報告

”

埋立地１年前から１年程喚

埋立地１年前から１年程度

言100大田区羽田空港Ｂ柵走路先

100～500江東区中央防波堤地先
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○

河川管理者の理解次飾霧エリ'による中州滴
”

10年以上

前から

１０年以上

前から

＊50羽位の小コロニー．No.57と皿複可能性
あり

12羽の小コロニー

20羽の小コロニー

40羽位の小コロニー

50羽位の小コロニー

今年飛期３羽確翌

＊40羽位の小コロニー．信湿毎日新I1111991.
5.22

５年以上

１年程度

10年程皮

３年程度

○

地
川
川
川
川
川
川
川
川
川

立
河
河
河
河
河
河
河
河
河

埋 ２年前から

10年以上

前から

１０年以上
前から

10年以上

前から

１０年以上
前から

10年以上

前から

10年以上

前から

５年前から

1918年の

記録

今年初認

○
○
○
○

金沢市近岡町金沢港

石川県石川郡美川町手取川

編井市船橋新町

長野県下伊那郡 高森町天価川

長野県秘商町有明商瀬川

長野県長野市宵 木島丹波島橋

長野市落合落合栂下流

長野県小布施町千曲川小布施橋下流

農野県佐久市桜井千曲川

長野県下伊那郡高森町天竜川中洲

１００～500

100～50,

富100

≦100

≦100

畠100

≦100

≦100

水位低下に伴う蛾地化

河川'0年雛ら絶滅寸前

≦100

寓士川河口

』
の
画上流取水，砂利採取洪水により不安定≦100



○
○
○
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1991年

繁殖有無
］
の
②

〃〃

コロニー

の規模

（羽）

以
前
は
有

コ
ロ
ー
ー
Ｉ
有

府
名

鎚
県

答
名部

回
支

ＯＮ
以
前
か
ら
無

場所 理境期間今後の予想ダメージ要因 その他

○
○

安倍川，大井川で繁殖していると思われるが
未確望

流れ中央部凌深予定

自治体による保護の見とおしあり

1990年の肥録

”

鮮 岡 静 岡

遠江”

” Ｊザ

愛知県愛知

ｊザ Ａダ

i穀！〃
編騨〃

〃 ノザ

○
○
○

３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８

静 岡 県 磐 田 郡 豊 岡村浜北大橋下
天竜川

静岡県浜名郡舜阪町浜名湖今切

愛知県海部郡弥富町愛知県野鳥園外

愛知県西部臨海工業地帯西三区

知多湾三河湾内

愛 知県 田原 町田 原４区

愛知県御津町

愛知県豊橋市神野新田沖

岐阜市合渡長良川

揖斐郡大野町揖斐川

三面県桑名市長良川

５年程
前から

'0年緋ら'0隼以上

河川

その他（湖岸）

埋立地

埋立地

埋徹地

埋立地

埋立地

埋立地

河川

河川

埋立地

100～500

100～500

100～500

≦100

100～500

≦100

100～500

100～500

100～500

≦100

≦100

○
○

草地化による

10年以上

前から

５年程
刑から

５年程
前から

１年前から

３年前まで

湾内10年程度

予想困難

”

河川

埋立地

埋立地

埋立地

西尾市14号埋立地は今後１～２年

３年前から

10年以上

前から

５年前から

ｊザ

岐阜県岐阜

〃 ノザ

” 三 亜

奈良奈良

和歌山県和歌山

大阪 大阪

兵庫県兵庫

" β汐

(北九州）′〃

島根県島根

(島根県）烏取

岡山県岡山

○
○
○
○

中州除去

増水時，中州水没

○ 今年から１～２年程度

○
○ 愉報不十分で繁殖皆無とは断定できない

≦1 ００ 謡島 区毛 馬町毛馬水門

100～50O兵庫県甲子園浜沖

100～50O兵庫県加古郡播磨町東新島人工島

500～100O兵庫県西宮市今津

○

武下雅文氏報告

困難

5年程度

5年程度

1～２年程度

草地化

島根県支部飯塚洋一氏報告○
○

日野川河口彦名その他(干拓地）２年前まで

７年前まで

100～500米子市

100～500
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１
１
１
１
１

1991年

繁殖有無

山口典版鳥馴繁殖地図調査報告伽990より

”

コロニー

の規模

（羽）
閥。難繊冒：

１１土
有 有

以
前
か
ら
無

その他環境期ＩＨＩ今後の予想ダメージ要間場所

河川

埋血地

埋立地

埋立地

埋血地

埋立地

埋立地

河川

埋血地

埋立地

埋血地

埋立地

河川

埋立地

埋血地１０年位
前から

４年前から

100～50Ｏ山口県岩国市新港町地先

≦ 1 0 0 山 口 県 岩 国市米耶雌地内

山口県下松市

山口県防府市

≦100山口県吉敷郡秋秘町

500～1000山口梨宇部市

100～500徳隠県麻械郡削鳥町吉野川柿原堰

100～500徳島雌徳島市沖州流jm港湾

100～50O徳島県阿南市辰巳辰巳埋血地

100～500番川県高松市朝日町

500～1000呑川県丸晒市蓬菜塩田

≦１００香川県丸亀市土器塩田

500～1000番川鼎坂出市冊の州町

100～50O高知県南国市物部川河口

≦100高知巣高知市高須

＞1000北九州市若松 区 唇 漣 埋 立 地

＞lOOO桐岡県京祁郡苅田町沖人工島

＞100O福岡県京都郡苅田町

≦100福岡梨迩貿 郡 遠 賀 川

≦100北九州市門司区今抑

山口県山 口○

〃 ’’○

〃 Ｊ沙 Ｏ

〃 ′' ○

〃 '' ○

" ’〃 ○

徳島雌徳島○

〃 ′′○

〃 ’'○

香川県呑 川○

〃 ’’ ○

〃 〃ダ ○

〃 '' ○

高知高知○

” ′'○

北九州福岡○

〃 '' ○

〃 β' ○

” '' ○

” Ｊ７ Ｏ

築既〃

工業団地進出

現在は倉伽郡

10年以上

３年程度

５年程度

５年程度

10年以上

前から

10年以上

前から

今年から

10年以上

前から

３年前まで

15年前まで

15年前まで

20年前まで

１０年以上
前から

３年前から

10年程

前から

４年前から

10年位
前まで

15年前まで

４年前まで

10年以上

今年のみ

今年まで

美術館建設

土地利用

土地利用

工場建設

土地利用

土地利用

用地造成

土地利用

土地利用

〕
の
『

新九州空港予定地

○



数年前から

今年から

数年前から

数年前から

1991年

繁砿有無
得
の
②

数年

裸地があるあいだ

今年まで

数年

コ ロ ニ ー

の規模

（羽）
N・離職；：

ＩＩま
有有

以
前
か
ら
無

場所 環境期間今後の予想ダメージ要因 その他

熊本県八代市 球 磨 川 河 口

大分県大分川中流域府内大橋～名硬橋

大分県中津市新大塚

大 分 県 中 津 市 小岩井

大分県大分３号 地新 日鉄

大分県大分６号 地新 日鉄

宮崎県宮崎市宮崎港

宮崎県宮崎郡広 瀬 石 崎 川 河 口

宮崎県滴武川河口

宮崎県加汀閉川河口

宮崎市吉野金崎下河原

宮崎県佐土原町ニツ立一ツ瀬川

宮崎県佐土原町

宮崎県西都市山角 山角 川

宮崎県大字跡江大淀川ゴルフ喝
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崎
〃
〃
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〃
〃

福
畏
熊
大
宮

福岡県

福岡市

福岡市

福岡市

浮羽郡田主丸

東区

早良区百道

西区小戸
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２
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１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

筑後川

番推パーク

人工海浜

≦100

≦100

≦100

≦100

河川

埋立地

埋立地

埋立地

埋立地２５年前まで

8年前まで

工叩の進行

○

埋立地'0躍総ら’-2年穏腫
河川'0年儲ら'0年以上

その他（海岸）５年前まで

工窮用地利用

≦100

100～500

100～500

100～500

100～500

＞１０００

＞１０００

≦100

≦100

≦100

≦100

≦100

100～500

≦100

100～500

埋市進行

河口入江工耶

埋立地１年鯛から蕊蜜化力‘姪いあい麓
河川２年前まで

河川２年前まで

河川２年前まで

河川１０年以上
前から

河川】‘隼器ら予想困腫
河川１０年以上

前から

河川'0年織ら'0年以上
河川２０年程

前から

埋立地１０年前まで 工耶用地利用 最商2.000羽位

ダムエ卯


